
坪井幼稚園手作りのリュックサックの作り方       №１  

 

＜材料＞ 

＊ 表布 ９０cm 幅１m（同柄で着替え入れ・絵本袋・体操福入れなどを作る場合は２m

あると作れます。） 

＊ 裏布 ９０cm 幅９０cm 

＊ 綿テープ 2.5～３cm幅１m５０cm（着替え入れ・絵本袋に使う場合は３m 必要） 

＊ 綿ロープ（中位の太さ） ２m（体操服入れ・コップ入れに使う場合は３m 必要） 

＊ ボタン  １個（直径２cm 以上） 

＜その他＞使用しなくても作れます。肩ひもを調節できるようにするために使う物 

＊ D カン   ２個  （調節できなくて良ければそのまま綿ロープをつけることもできる） 

 

 

 

もいいかも？） 

＊ コキカン        ２個 
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寸法＜ｃｍ＞ 縫い代なしの寸法(1.5cm の縫い代をプラスする) 
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＜作り方＞ 

１、寸法に縫い代（1.2～1.5cm）を加え裁断する。…    

２、ポケット・ふたを縫う。…    

３、ポケットを本体に縫い付ける。… 

４、肩ひもの用意をする。さげ紐の部分を縫う。 

５、裏布を袋状に縫う。（裏布の返し口 15 ㎝は縫わない） 

６、本体を輪にし、肩ひも用綿テープ   を底になる輪から５cm 上に挟み入れ込んで

縫い込む。本体の底にまちが出来るよう５cm のところを縫う。 

７、紐通し口を押さえミシンする。 

８、本体と裏布を中表にあわせ、口を縫う。 

９、本体を表に返し、アイロンで整えて、裏から紐通し口を縫う。 

10、ふた・さげひも・肩ひもを本体にしつけをして、縫う。… 

  ※D カン・コキカンを使用する場合は肩ひも（綿テープ）に通し、縫い付けておく。 

11、ボタンをつける。（大きいボタンが良い。） 

紐通し口 7 

 ※ボタンホールを作る場合 
※ボタンホールに

しない場合 

（ふたに綿ロープ

縫い込む） 
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＜ポイント＞ 

＠ふたにも裏をつける。その時、

綿ロープを取れないように 

三重に縫い込む。 

裏布をつける方が丈夫で入れやすい。 

その場合は、折り曲げ布は入らない。 

返し口約 15cm 
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表 

D 

 

５ 

綿ロープ（１m×２本）の

紐を両側からそれぞれ通

し結ぶ。口ひもの結び目に

飾りをつけると子どもた

ちは口が閉めやすい。 

７、紐通し口を押さえミシンする。 

 

９、本体を表に返し、アイロンで整えて、

裏から紐通し口を縫う。 

 

 

E 

４、肩ひもの用意 

（さげひもの部分を縫う。） 

 

15 
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中心部分 15cm を二つ折りにして、端を縫う。 

  （リュックかけに掛けやすいように） 

わ 

本体へ縫い付ける位置 

5 

背中側 

＜ポイント＞ 

＠肩ひもを本体につける時は、取れ

ないように三重に縫い込む。 

 

＜ポイント＞ 

＠肩ひもをふたと一緒に縫い付けたら、コキカンを付け、その次に本体

底につけた D カンを通し、コキカンの中心をくぐらせ、縫い付ける。 

＠肩ひもの調節（D カン・コキカンを使わない）をしない場合…   を

作る時、肩ひもの長さを 120cm にし、さげひもの作り、両端を①、②

の要領で縫う。（この時、ひもがねじれないように注意する！） 

 

D 

【お願い！】 

子どもたちは、どんなに上手に出来ていなくとも「お母さんがつくっ

てくれた」「おばあちゃんが作って送ってくれた」などと身近な人か

らの贈り物をとっても大事にします。 

ここで紹介したリュックは年少児には大きいように感じると思いま

すが、冬になると、ジャンバー等を脱いで入れたりするので、なるべ

くこの寸法で手作りしてください。 

12 

①布 12㎝幅の正方形を半分に切り、

中表に二つ折りにし、その中に 

二つ折りした長さ 10cm の 

綿テープに D カンを 

挟み込み、縫う。 

 

裏 

②布を表に反し、押さえ

ミシンをかける。 

12 

本体 

わ 

※ D カンを使わない場合は、肩ひもの 

両端を①、②と同じ要領で縫う。 



 

手作りリュックのふた（実寸）   №３ 

※ 縫い代を 1.5～2cmプラスして裁断する。 

※ 裏布も同じサイズで裁断する。 

 


